
メ

H
嶽

丶
袋
W
も

く
o
H
』
黛

憎
＼
%
9
0

衙
仏

教
文
学

物
語

深
浦

正
文
著

参

照

柳
観

無
量
寿
経

汁
H
蠢

Q
叭
砺

く
◎
日

＼
斡

b
Q
ミ

o

珊
同

冴

田
謙

Q
瓜
い

く
o
H

＼
斡

℃
も
袋
＼
げ

趙
仏
教
経
典

成
立
史
論

八

一
頁

井

信
享
著

拗
観

無
量
寿
経

丼

絹
蠢

Q
瓜
隣

く
。
H

＼
斡

㎏
Q
袋
＼
σ

⑧
仏
教
経
典

史
論

四

iti
1
頁

赤
沼
智

善
著

に
鼻

奈
耶

に
づ

い

て
次
の
如
く

い
っ
て

い
る

「
鳩

摩
羅

仏
提

が
前
秦

の
建
元
十

八
年

(
西
紀
三
八

二
年

)

に
支
那

に
連
れ
て

来
た
皿厠
賓
の
耶

舎

が
誦

出
し
た
も

の
で
あ

り
、
仏
提
梵

書
し

、
竺

仏
念
が
訳

出

し

、
曇

景
が
、筆
受

し
た

も
の
で
あ
る
。

」

個
観
無

量
寿
経

渇

田
蠢

Q
叭
W

く
o
H

＼
』
・
憎
Q
療
圦
儚

㈲

同

汁

H
嶽

Q
爪
隣

く
。
日

＼
斡

巴

袋
叭
げ

ー

以
上
ー

阿

彌

陀

経

石

に

関

す

る

一
考

察
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村

島

邦

俊

福

岡
県

宗
像
郡
玄

海
町
田

島

に
は
宗
像
神

社
が

あ
り

、
そ

の

境
内

の
小
堂

に
は
「
阿

彌
陀
経

石

」
が
安
置

せ
ら
れ
て

い
る
。

此
の
経

石

は

、
、屋
根

石

、
碑
石

基

礎
の

三
部

よ
り
成

つ
て
居
り

、

古
来

、
珍
重

さ

れ
、
国

宝

に
指

定
さ

れ

、
そ

の
存
在

は
、
広
く

世

の
人

の
知
る
所

で
あ
る
。
ま

た
こ
の
経

石
は

、
仏
教
史

上
幾

多

の
問
題

点

を
有
し

.
古

来

、
数

々
の
研
究

が
な
さ

れ
て

い
る
.

筆
者

も
今

回
、

「
阿
彌
陀
経

石

の
研

究

」
を
卒
業
論
文

の
課
題

と
し

て
選
ん
だ

の

で
あ

る
が

、
以

下
は
そ

の

一
端
を
述

べ
た

い

と
思
う
。
即

ち
経

石
裏

面
刻
文

の
阿

彌
陀
経

が
、
他

に
見
ら

れ

"

な
い
二
十

一
文
字
を
含

む

事
や
、

正
面
刻
文

の
第

十
八
願

に
、

唯
除

の

噸
句
を
欠
ぐ

事

、
ま

た
六
字
名

号
と

、
十
八

、
十

九

、

二
十

の
三
願

文
や

、
.彌

陀
像
等

の
並
刻

な
ど

、
経
石

の
刻

文

の

内
容
問
題

に

つ
い
て

は
、
既

に
研

究

も
充
分

な
さ
れ

て
お
り
、

今
回

の
研

究

で
は
そ
れ

ほ
ど

、
新
し

い
結
果

を
得

た
と

は
言

へ

な
い
点

で
あ

る
か
ら

.
こ
れ
ら

の
問

題

は
省

き

、
阿
彌

陀
経

石

が
、
宗
像

に
存
す

る
が
故

に
生
ず

る
問
題

を

、
主
と

し
て
考

え



て
み

た

い
と
思
う
。

阿

彌
陀

経
石

に
は

、
鉱
戸
申
期

以
後

、
遍
く
行

な
わ

れ
て

来

た
伝

説
が

あ
る
。
そ

れ
を
要
約

す
れ
ぱ

、
大
体
次

の
通

り
で
あ

る
。

治
承
年
中

に
、
平

重
盛

が
、
宋
・の
育
王

山
に
、
金
三
千
両

を
寄
進
し

た
。
重

盛

の
没
後

、
そ
の
霊

を
弔

ふ
為

に
、
宋
よ
り

此

の
経
石
と

一
切
経

を
積
み

、
建

久
九
年

の
秋

、
宗
像

の
江

口

に
置

船
し

た
が

、
そ
の
時

は

.
既

に
平

氏
も
亡
び

、
上
洛

し
て

も

、
受
取
人

の
な
き

事

を

、
宋
の
使

者
は
聞
き

て

、
そ

の
経
石

と

一
切
経
を

、
宗
像
神

社

に
託
し
て

、
帰

国
し
た
。
或

い
は
放

・
置

し

て
逃
げ

去

つ
た

と
も
言
う
。

此

の
伝

説

の
出
所
は

、
宗
像

龍

亀
宗

像
軍
記

、
で

あ
ろ
う

が

、
こ
れ
ら
は
両
書

共

、
編
者

、

年
代

共

に
不
明

で
あ
る
。

重

盛

の
送
金

の
・事
は

、
平
家

物
語

南
源
平
盛
衰

記

に
も
出
て

居
り

、
当
時

の
我

が
国

に
於
け
る
育

王

山
儔

仰

の
盛
ん
な
り
し

　

つり

事
は

、
重
源

の
舎
利
殿

修
理

、
そ

の
外
遊

談

.
実
朝

の
渡
宋
計

t
r画

、

等
で
充

分
に
証
明
さ

れ
る
所

で
あ
り
、
金
遼

の
南
下
に
依

つ
て

、
五

台

山
へ
の
参

詣
不
能
と

な
つ
た
当

時
の
宋
人

は
、
新

た

な

、
信

仰
対
象
と

し
て
育

王

山
を
求
め

亀
当

時
の
末

法
意
識

に
依

る
仏
舎
利
信

仰
が
、

一
層
育

王

山

へ
の
信

仰

に
拍
車

を

か

9
け
で

我

が
国
に
於

て
も

、
盛
ん

で
あ

つ
た
事

か
ら

、
重
盛

の
送

金
は
否
定
出
来

な

い
所

で
あ
ろ
う
。

し

か
し

.
こ
れ

を
阿

彌
陀

経
石
と

結
び

つ
け

る
根
拠

は
全
く

存

し

な

い
。
現

在

、
経

石

の

何
処

を
見
て
も

、
重

盛
と

の
関
係
を

示
す

よ
う

な
文
字

は
見
当

ら
ず

.
平
家
物
語

や
盛
衰
記

と
.
経

石

の
伝

説

に
は
、、
そ
れ

ぞ

れ
多

少

の
相
違

が
あ
る
。
即
ち

、
送

金

の
使

者
を

、
平
家

物
語

の
「
金
渡

」
で
は

、
鎮

西

の
船

頭
妙
典

と

し
.
源
平
盛
袞

詑
の

「
育

王

山
送
金
事

」
は
唐
人

妙
曲
ハと

し

、
経
石

の
伝
説

は

、
宗

像
大

宮
司

、
氏

国

の
篆
臣

で
、
許

斐

忠
太
妙
典
入
道

と

し
て

い

.
c

る
『経

石

の
形

容
、
刻
交

の
書
風

、
石

質
等

か
ら
見
て
も

、

こ
の

経
石

は
宋
人

の
作

た
る
事

は
異
論

を

許

さ
癒
い
所

で
あ
る
。
我

が
国
に
現

存
す

る
宋
風
石
造

遺
と

し

て

は
、
東
大

寺
再
建

の
目

　　

的

に
来
朝

し
た
宋
人

石

工
や

そ

の
子

孫

の
作
晶

戛
そ

の
他

、
宗

像
神

杜
蔵
狛
犬

(
建

仁

元
年

)
、
京

都

嵯
峨

二
尊

院

の
空

公
行

引

状
碑

冥
等
が
あ
り

、
阿

彌
陀

経
石
も

こ
れ
ら

の

一
群

に
列
せ
ら

る
べ
き
存

在
で
あ
り

、
特

に

、
東
大
寺

南
大

門

の
石
獅
子

の
台

座
に
施

し
た
る
蓮

弁

は
.
阿

彌
陀
経

石

の
基
礎

の
そ
れ
と

、
全

く
同
様
式

の

も

の
で
め
り
、
我
が
国

の
現
存

遺
品
中

で
は
他

に

そ
の
例

を
見

な
い
も

の
で
あ
る
。

此

の
石
獅
子

に
就

炉
て

、
「

東
大
寺

造
立

供
養
記

」
に
は

、
次
の

様

に
記

し
て

い
る
。
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建

久
七
年

中
門
石
獅
子

堂

内
石
脇
士

同

四
天

像

、
宋
人

宇
六
郎
等
四
人

造
之

若

日
本

国
石
難

造

遣
価
直
於
大

唐

所

買

求
也

、
運
賃

雑
用
等
凡

三
干
余

石

阿
彌

陀
経

石

が
宋
人

の
手

に
か

、
る
も

の
で
あ
る
事

は
、
間
違

い
な

い
と

云

え
る

が
、
此

の
東
大

寺
の
例

よ
り

し

て
も

、
経
石

を
宋

か
ら

の
渡

来
品
と
決

め

る
事

は
出
来
な

い
。
ま
し
て
宗
像

は

、
奈
良

よ
り

も
宋

に
近
く

、
石
材

を
求
め
た
り

、
石

工
を
招

く

に
も
容

易

な
筈

で
あ
る
.

斯

く

の
如
き

阿
彌
陀
経
石

を
、
不

明
確

な
重

盛
と

結
び

つ
け

た
伝

説

よ
り
も
、
む
し
ろ

、
宗
像
神
社

の
大
宮
司

を
世

襲
す
る

宗
像

氏

一
族
は

、
宋
と
密
接

な
関
係

を
有
す

る
の
で
あ
る
。

阿

彌
陀
経

石

は
、
そ

の
内
容

か
ら
し

て
、
高
度

の
彌
陀

信
仰

の
遺

品

た
る
観
を
受
け

る
。

然
ら

ば
、
宗
像
氏

を
中
心
と

す
る

当

時

の
此

の
地
方

に
於

け
る

信
仰
が

、
此

の
経
石
を

産
み

出
し

た
も

の
と
考

え
る
事

が
出

来
る

で
あ
ろ
う

か
。
以
下

は
、
此
の

地
方

の
遺
品

の
中

か
ら

、
経

石
と

同
時
代
ど
思
わ

れ
る
も
の
を

叫

挙
げ

て
見
る
事

に
ず

る
。

先
づ

.
神
宮
寺
で

あ
る
鎮

国
嶺

に
は
、

石

仏

(
元
永
二
年
)
、
宗

像
五
社
本

地

仏
磨
崖
種

子

及
び
磨

崖

増
益

炉

(
平
安
末
期

)
、
経
筒

(
保
延
四
年

)
、
霊
鷲

窟
天
井

胎

蔵
界
磨

崖
種

子
曼
茶
羅

(
平

安
朱

期

)
、
霊
鷲

窟
請

雨
法
曼

茶
羅

石

(
弘

長
三
年

)
等
が
あ

る
。

他

に
稲
本

巳
蔵
経
筒

(
仁

平
十

一
年

)
、
赤

間
経
瓦

等
が

あ

る
。

鎮

国
寺
石

仏

の

「
金
銅

阿
彌
陀
像
数

体

」
等

の
文
字
や
経
石

の
追

刻
文

に

「
わ
う
し

よ

う

こ
く

ら
く

」
等
の
文

が
見

え
る

が

.
阿

彌
陀
経
石

は

、
日
本

浄

土
教

の
襤
師

に

よ
り

説
か
れ
た
教

え
を

、
表

わ

し
た
が
如
き

遺

晶
で

あ
り

、

こ
れ
ら

の
諸

遺
品
と

、
同

一
視
す

る
事
は
出

来

な

い
。
又
神
社

か
ら
程

近

い
興
聖
寺

に
は
有
名

な

、
色
定
法
師

一
筆
書
写

一
切
経

を
蔵
し

て
い
る
。

色
定

は

、
良
祐
と

も
云

い
、

宗
像
建

の
座
主

、
兼
祐
の
子

で
懺
文
治
三
年

(
=

八
七

)

の

よ
り

、
四
十
余
年

の
歳

月

を
費
し
て

、
各

地
を
遊

歴
し

っ

、
、

〇

一
切
経

の
書

写
に
専
念
し

た
の
で

あ
る
。
そ

の
経

巻
竜

、
明
治

以
前

は
神
社

に
蔵
し
て

い
た
の
で

あ

る
が
、
そ
の
奥
書

に
も

、

阿
彌
陀

経
石

に
就

い
て
は
見
当

ら
ず

、

阿

彌

陀

経

石

を
産

み

出

す

が

如

き

僭

仰

を

う

か

が

う

こ

と

は

で

を

な

い
。此

の
様
.に
考

え
る
な
ら
ば

、
此

処

で
当
時

の
浄
土
教
家

に
就

い
て
考

え
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
が
、屠

れ

に
は
、
地
域
的

に
も

、

当
然

、
辯

阿
上
人

(
一
一
六

二
～

一
二
三
八

)
を
挙
げ

な
け

れ

ぱ
な
ら

な
い
。
然
し

な
が
ら

.
岡

彌

陀
経

石
と
上
人

と

の
関

係



は
、

全

々
見
出

せ
な
い
。
現
在
筑
後

の
善
導
寺

に
は
、
鎮

西
上

人
在

世
当
時

の
書
写

で
あ
る
浄

土
三
部
経

が
あ
る
。
そ

の
中

の

阿

彌
陀
経

が

亀
宗
像

の
経
石

之
同

七
二
十

一
字

を
含

む

も

の
で

あ
る

が

、
二
十

一
字
を
含
む
阿
彌
陀
経

に
関

し
て
は

、
そ

の
昔

、

中
国
の
嚢
陽

に
存
し
た
豪

・
王
日
休
翻
元
照
㈱
戒
度
黜
に
依

つ
て

紹
介

さ
れ

、
法
然

上
人

も
、
王

日
休

の
浄

土
文
を
選
釈
集

に
引
用
さ
れ
て
お
り
縦の
此

の
写
経
を
直

接
宗
像
の
経
石
と
結

び
つ
け

る
・事
は
許
さ
れ
な

い
。
次

に
西

宗
要
巻
二

に
は
次

の
様

に
認

し
て

い
る
.

弁

阿
西

国
下
諸
経
蔵
尋

ム
ナ

カ
タ

ノ
社

凶
切
経
藏
大
乗
荘

厳

経

勘
其
中
巻
十
方
恒
沙
諸

仏
出

広
長
舌
相
証
誠

文
明
有

之
云

云
こ
の
事

か
ら
.
上
人
が

、
宗

像
神

社
に
行
か
れ

た
事
は
解
る

が

、

経

石

の
存
在
は
判
明

し
な

い
。
経
石

の
追

刻
文

か
ら

し

て
そ
れ

が
少

く
と
も

、
承
久

二
年

(
'
1
1
1
1
10

)
以
前

に
、
宗

像
に
存

し
た

事
が
知
れ
る
が

、
西
宗
要

の
著
作

年
代

に
就

い
て

は
、
建

久
八

年

(
一
一
九
七

)
よ
り
嘉
藾

三
年

(
=

↓三
七

)
の
間
で

あ
る

事
が
知
れ
る

の
み

で
あ
る
。
然

し

な
が
ら

、
こ
れ

に
依

つ

て
、

こ
の
二
者

は
、
ほ
9
同
時
代

と
思
わ

れ
る
が

、
当

時
経
石

が
神

社
の
境

内
に

、
安
置
さ

れ
て

い
た
も
の

看
ら
ば
,
上
入

の

目
に
止

ら
ぬ
筈

は

な
い
淋
、
上
人
め

著
作

中

に
経
石

の
存
在
を

紀
さ

れ
た
も
の

は
見
当

ら

な

い
。

或

い
は
そ
の
当

時

、
経
右

は

他
の
場
所

に
婆
置
し
て

い
た
と
智
口
う

伝

説

を
信
ず

ぺ
き

で
あ
ろ

う
か

、
此
の
善
導

寺

の
三
部
経

巻

に

は

、
阿
彌
陀
経

の
み

に
次

の
様
な
跋

文

が
あ

る
.

弁
阿

大
和
尚

如
法
経
加

行
衆

}
和

尚

湛

恵

大

徳

二

和

尚

良

秀

大

徳

三

和

尚

明

若

大

徳

四

和

尚

　鬪
]m鬮

大

徳

五

和

尚

良

遍

々

六

和

尚

明

賀

大

徳

七
鴨和

尚

二

郎

口

。

願

以

此

結

縁

書

写

之

功

為

一

仏

[
}
浄

土

之

来

縁

而

云
'

こ
れ
ら

七
人

の
人

々
に

つ
い
て
も

全
べ

不

明
で
あ
り
、

以
上
の

如
き
資
料

で
は

、
鎮

西
上
人
と
阿
彌
陀

経
石
を

結
び

っ
け
る
事

は
出

来
な
い
。

然
し

な
が
ら
隔
此

の
両

者

の
関
係

の
有
無
は
別

と
し
て
も

、
こ
の
様

な
阿

彌
陀
経

が

、
如
法
経
と
し

て
書
写

さ

れ
た
事
は
、
我

が
鎮

西
教
学

に
と

つ
て

、
重

要

を
る
問

題
で

あ

ろ
う

と
思
う
.

阿
彌
陀
経

石

を
産

み
出
し

た
信
仰

を

、
高
度

の
浄
土
教
信

仰
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と
考

え

、
そ

れ
を
当

時

の
宗
像
氏

を
中
心
と
す

る
此

の
地
方

に

求
め
る

こ
と

は
出

来
な
い
に
し
て
も

、
宗
像
氏

に
就

い
て
考

え

れ
ば

、
そ
れ

は
前

時
代

の
日
籍

、
日
唐

に
比

し
て

.
私
的
交

流

と
言
わ

れ

る
日
宋
交

通

時
代

の
地
方

の

一
豪
族

で
あ
り

、
密
接

に
宋
と

の
関

係
を
有
す

る
の
で
あ
る
。
即
ち

.
経
石

の
右

側
面

の
追
刻

に
見

え
る

「
王
氏

」
、
「
張

氏

」
は
宗
像
氏
と

は
血
縁

関

係
に

あ
り

㈱
左

側

面
の
追

刻
文

に
は
・

「
地
頭
張

氏
寄
進
状

」

の
文
字

が
あ
る
。

又
、
色
定
法

師

の
写
経

の
奥
書

に
、
し
ば

し

ば
、
経

主
網
首
張
成

、
墨
檀
越
李
栄

等

の
宋
人

の
名
が
出

て
来

る
。
斯

く

の
如
く

、

一
生

を
費
し
た
大

事
業

で
あ
る
色
定
写
経

の
財
源

が
宋
人

に
あ

つ
た
り

、
地
頭
職

に
あ
る
も

の
が
宋
人
姓

を
名
乗

る
事
は

、
当

蒔

の
此

の
地
方

に
於

い
て
、
多
数

の
宋
人

在

住
が
考

え
ら
れ

る
.
ま

た

、
寛

喜
年
間

(

二

一二
九
～

一
二

鹽
三
1
1
)
に
'
往

阿
と

言
う
人

が

、
芦
屋

か
ら
新
宮
浜
迄

の
海
岸

に
難
破

す

る
船

を
以
て

、
宗
像
神
社

の
造
営

費

に
当

て

、
い
た

習
慣

を
、
非

人
道
的

と
し

、
こ
れ

を
止
め

せ
し
め

、
鐘

崎
に
築

港
し

た
。
往

阿
は

、.
此

の
収
入

に
代

る
も

の
を
太
宰

府

に
晦
出

て
、

修
理

結
田
曲
村
四
十

町
を
受
け

た
。
此

の
広
大

な
面
積

か

ら
し

て

.
当
時
此

の
海
岸

に
難
破

す

る
船
が
如

何
に
多

か

つ
た

」
か
が

推
り
知
ら
れ

よ
う

枷
客

宋
か
ら

宗
豫

に
来

る
の
に
・
如

何
に
潮
流

に

恵
ま
れ

て
い
た

か
が
察

せ
ら

れ
よ
う
.

此

の
様

な
状
態

の
中

に
あ
る
宗

像
氏

が
、
若
し
阿

彌
陀
経

石

を
宋

に
求
め

た
と

す
る

な
ら

ば
、
そ
れ

は
至
極

用
.易
に
得

る
事

が
出
来

た
で
あ
ろ

う
.
ま

た

、
此

の
阿

覡
陀

経
石

を

、
仏

教

の

信
仰

遺
品
と

の
み
考

え
る
事
.は
危
険

と

言
わ
ね
ぱ

看
ち

な
宀い
.、

此

の
阿
彌
陀

経
石

は
、
そ

の
刻
む

経
文

は
、
優
れ

た
書
風

を
有

し
、
そ

の
全

体

の
形

は
整
然
と

し
て
美

観

を
有

し

、
仏
像
は
異

国
の
風
潮

を
漂

わ

せ
て

い
る
。

そ
れ

は

、
芸
術
的

、
趣
味
的

要

素
を
含
む
事

、
極

め
て
大

で
あ

る
。

斯
く

の
如

く
考

え
る
時

.
宗

橡
氏

の

将

来
説
は

.
大

い
に
考

え
ら
る

べ
き

所

で
あ
り

、
宗
像

氏

の
対

宋
関

係
と

経
石

と
は
全

く
不
可

離

の
関

係

に
あ
る
と

書
わ
ね

ば

な
ら

冷
い
.
然

る

に
、

こ
れ

を
明

か
す

に
は
先
づ

、
複

雑

な
宗

像
氏
と
宋

と

の
関

係
を

極
め

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
"。・
似
下

は
今

後

の
研

究
に
待

つ
事

を

止
む

癒
刃
と

し

て
も

、
此

処
で
次

の
様

な
疑
問

を
提
起

し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
.
そ

れ

は
、
阿
彌
陀
経

石

が
宗
像

に
存
す

る
事

を
嘱
最
初

に
紀

七
た
と
思
わ

れ
る

の
は

、
宗

像
配

、
宗
像

軍
認

で
あ
る

が
、

こ
れ
ら
は
齣
述

の
如
く

.
編
老

も
年

代
も
不

明
で

あ
る
。
恐
ら
.く

は

漁
慶
長

か
ら

江
戸

初

期

の
聞
に
成

立
し

た
と

思
わ
れ
る
.

次
に
明
瞭

な
も

の
は
、
義

山

(
一
六
四

八
～

一
七
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一
七

)
の

「
阿
彌
陀
経
磨
凋聞

講
録

」
で

あ
る
、.
経
石
の
右
側

面

の
追

刻
文

か
ら
し
て

、
阿
彌
陀
経
石

が

、
宗
豫

に
安
置
さ
れ

た

の

は
少
く

と
も
承

久

二
年

(
一
ニ
ニ
○

)
以
前

と
す

れ
ば
、
そ

の
間

に
、、
四
百
年
西以
上

の
開
き

が
あ
る
.
そ
れ
迄

、
何
故
経
石

の
存

在
ぶ

世

に
知
れ

な
か

つ
た
の
で

あ
ろ
う

か
・
全
く

不
可
鰹

な
事

で
あ
る
。

㊧
ω

一
心
不
乱
此以
下

に

『
専
持
名
ご号
以
称
各
故
諸
罪

消

滅
即
是

多

善
根

橿
徳
因
縁
』

め

一
句

働

南

無
阿

彌
陀

仏
作

善
集

ゆ

玉
葉

、
寿
永

二
年

正
月

汁
四

日
の
条

㈲
.

吾

妻
鏡

.
建
保
四
年

六
月
十
五

日
、
十

一
月

甘
四

日
、
建

保
五

年
四
月
十

七
日
の
条

㈲

育
王

山
は
阿
育
王

八
萬
四
干
塔

の

一
基

を
安
置

し
て
い
る

と

云
わ

れ
て

い
た
.

㈲

鎮
西
禅
師
絵

詞
伝
第

七
の
船
板
名

号

の
伝
説

に
出
て
来

る

宋

の
船
頭
も

妙
典

と

し
て

い
る
.

紛

東
大

寺
南
大
門

石
獅
子

、
同
法

華
堂
傍
行
末

石
燈
亀

、
新

大

仏
寺
大

仏
基
檀

、
般

若

寺
笠
塔
婆

等

緲
.
大

宋
歸
慶
元
府

打
石
梁

成
覚
刊

働

真

書
宗
御
室
派

、
籥

岡
県

宗
像
郡

玄

海
町
吉

田

㈲

建

久
八
年
.正
月
十

六

日
の
跋

鯉

龍

舒
増
広
浄

土
夊

巻
第

一
、
大

正
蔵
第
四
十

七
・、
二
五
七

、

頁
上

㈱

阿
彌
陀
経
義
疏

、
大

正
藏

第

三
十

七

、
三
六

一
.頁
下

⑬

阿
彌
陀

経
義
疏
聞

持
記
巻

下

譜
生

続
蔵

第

一
輯

第

三
十

三
套
第
、二
冊

コ
ニ
五

頁
-
下

㈱
　

浄
冖土
冶示
全
書
第

七

鵞
六
十

}
一
頁

㈲

浄

土
宗

全
書

第
十

、
百
五
十

一
頁

⑯

訂

正
宗
像
大

宮
司
系
譜

.⑰

阿
彌
陀
・経
石

も
,

こ
う

し
た

難
破

船

の
獲
へ来
畠

で
は
な

い

か
と
疑
う
余
地

も

あ
る
.

以

上
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